
内容 

1・講師の誘導で参加者自身が「あそび」を体で体験します。 

 「あそび」の楽しさを参加者自身が体験しましょう。 

          少人数の「あそび」 

          集団あそび・・・ルールのある「あそび」 勝ち負けにこだわらないあそび 

          １対１の「あそび」 

          身近なものを使った「あそび」 etc 

 

2・日頃感じている「あそびについての悩み」などを講師に応えてもらおう。 

          例：ルールの守らせ方 

            集団遊びを妨害する子への対応 

            集中のさせ方  etc 

  

 

 


